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（論文審査の要旨） 
中村祐太君の博士学位請求論文 Essays on Mechanism Design and Social Indices は、
メカニズムデザインの手法により経済制度の設計可能性を考察し、また公理的分析により
厚生指標の構築を試みるものである。第１～３章までが前者、第４～５章が後者にあたる。 













 第２章Dispute Mediation Mechanisms では紛争を仲裁するメカニズムの設計問題を考察して
いる。ここで中村君は個人合理性という、紛争当事者はメカニズムの仲裁を受け入れることが常に




















 第４章An Axiomatic Foundation of the Multiplicative Human Development Index（Yoko 














分野のフィールドトップジャーナルReview of Income and Wealth誌に掲載されている。 
第５章A Characterization of the Esteban-Ray Polarization Measures（Yoko Kawada, Keita 
Sunadaとの共著）では、分極化の度合いを測る指標を分析している。分極化は、格差とは異なる
概念である。たとえば富裕層の中の一部の所得がさらに上がったとして、これは格差の拡大ではあ
るが、分極化の進展ではない。それでは分極化をいかなる指標で測るか。これを最初に本格的に行
った研究がEsteban and Ray（1994）である。彼らは分極化の概念を表現する条件をいくつか提
示し、それらを満たす指標（ER インデックス）を考案した。そしてER インデックスが、あるク
ラスの指標のなかで、それら分極化の条件群を満たす唯一の指標であると主張した。しかし中村君
らは、反例によって、その証明が間違っていることを示した。そして分極化の条件の一つを強化し
た。ER インデックスはその強化された条件を満たす。そして中村君らは、条件をそのように強め
ると、Esteban and Rayの主張が成り立つことを示した。この研究によって、ERインデックスを
使用する規範的根拠が十分に回復した。この章はすでにレター論文の発表先として定評ある
Economics Letters誌に掲載されている。 
研究者としての中村君の一つの特徴として、きわめて高い技術水準をあげておきたい。たとえば
すべての章で、中村君は難度の高い問題を解ききっている。とりわけ第１章の必要十分条件や、第
４～５章の反例や特徴づけは、実に導出が難しいものである。中村君は、通常の研究者は不慣れで
ある関数方程式（functional equation）の手法に習熟しており、それを縦横無尽に使える点が一つ
の大きな強みになっている。むろん技術の高さは、研究の良さを含意するわけではない。だが中村
君はメカニズムデザインや厚生経済学の方法論や問題意識を適切に身に着けており、それが高い技
術と結びついた結果、上記で述べた優れた研究成果に結実している。 
審査会においては、既存研究の一般化や修正よりも、より独自性の高い問題に力を注いでもよい
のではないかといった意見が出た。ただし第３章で導入した「推測」のように、中村君が独自に構
想したアイデアも本博士論文には採り入れられている。 
以上、いずれの章も、当該分野で高い評価を受けるであろう、もしくは受けている理論的研究で
ある。審査委員会は全員一致して、中村祐太君の学位請求論文を優れたものと認め、博士（経済学）
の学位を授与するのが適当と判断する。 
